
　新春にあたり、俳句・短歌・川柳を募集したところ、俳句の部では ６ ７ ８ 人の方か

ら １ ，１ ７ ４ 句（うち小・中学生 ６ ３ ４ 人から １ ，０ ４ ６ 句）、短歌の部では３６人の方から９７首、

川柳の部では３０人の方から８８句の応募がありました。たくさんのご応募ありがとう

ございました。

　俳句の部は安楽岡寛氏、短歌の部は斎藤すみ子氏、川柳の部は曾田規世児氏に審

査していただいた結果、次の皆さんが入選されました。おめでとうございます。
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